
 

  

 

 

 

 

全国学力学習状況調査と子どもたちに求められる学力 

 ４月１８日（火）に全国の小学校６年生と中学校３年生を対象に行われた全国学力学習状況調査（以下全国

学調）に，本校の６年生も取り組んだことは，ホームページですでにお伝えしましたが（ホームページ「学校

のひろば」４月１８日をご覧ください），その際に，「今回のテストのことについては、後日改めて学校通信で

採り上げたいと思っています。」と記しておきました。 

 全国学調や子どもたちに求められる学力については，昨年度までに前校長先生によって何度か採り上げら

れていますが＊，私からも全国学調に関わり，今，子どもたちに求められている学力について少し書かせて

いただきます。  

＊本校ホームページ「学校だより」の R2 の No.20・21，38～41，66 や R3 の No,38・66 などをご覧ください。 

 

子どもたちに求められている力が以前とは変わっている 

 保護者の皆さんの中には，今回行われた全国学力学習状況調査の問題を見た方，あるいは実際に（今回でな

くても過去に）問題を解いたことがある人がきっといらっしゃると思います。（ない方は，新聞やスマホでも

見つけることが可能なので，是非一度挑戦してみてください。中学校の問題でも結構です）あるいは，県立高

校の前期試験の問題をご覧になったことがある方もいるのではないでしょうか。そうした経験のある方は，そ

の時，どんな感想を持たれたでしょう？きっと「昔，自分たちが受けていたテス

トの問題と，ちょっと違うぞ」なんて感じた方が少なくないのではないでしょう

か。これにはもちろん理由があり，一言でいうと「私たちの時代と今の時代では，

子どもたちに求められている学力が若干異なってきている」からなのです。かつ

ての日本（いわゆる高度経済成長の時代）で求められてきた学力は「いかに多く

のことを覚え，それを正確に再現できるか（＝知識・技能の量）」だったのに対し，

今の日本で求められている学力は（知識・技能に加えて）「思考力・判断力・表現

力」といわれる力なのです。（更に自ら学び続ける力も必要だと言われています） 

 

思考力・判断力・表現力って，何？ 

 辞書を見ると，こんな説明が書かれています。 

 

 

 

 

 これだけだと何とも分かりにくい感があるので，別の説明も見てみます。鳴門教育大学大学院の泰山裕准教

授は，思考力・判断力について次のように説明しています。 

 

 

 

令和５年５月１７日 Ｎｏ．８ 文責：校長 佐野紳二 

小中一貫校 南アルプス市立小笠原小学校 学校通信 

思考 ：考えること。経験や知識をもとにあれこれと頭を働かせること。 

判断力：物事を正しく認識し，評価する能力。 

表現力：感情や思考などを伝達可能な形式に表す能力。 

「比較する」「分類する」「関連づける」という考えるための具体的な技法を，状況に応じて適切に活用

し，問題解決できる力 



 つまり，今まで学習したことや自分で調べたことなどを比較したり，分類したり，関連づけたりしながら，

これまでに経験したことのない問題を解決していく力，そしてそのやり方を他者に分かるように伝える力が

「思考力・判断力・表現力」ということになるようです。 

 

今年の全国学調の算数の問題を見てみましょう。いすを使った大問題の３問目と４問目です。 

 

 （３）いす４きゃくの重さをはかると，７㎏でした。このいす４８きゃくの重さは，何 kgですか。 

     求め方を式や言葉を使って書きましょう。また，答えも書きましょう。 

 （４）椅子を１列に５０きゃくずつ，４０列並べるとすると，全部のいすの数は，５０✕４０で求める 

ことができます。いすは全部で何きゃくになりますか。答えを書きましょう。 

 

（４）はかけ算の基礎が定着しているかを見る問題で，５０✕４０＝２０００の計算ができれば正解です。 

思考力・表現力を求められるのは（３）の方で，答えは８４kgになりますが，求め方を書くようにという指示

があります。四則計算の技能だけでなく，数学的な考え方を活用して問題を解く力（思考力・判断力）と，自

分の考えを他者に伝える力（表現力）が要求されています。 

 全国学調の問題は，算数が２６ページ，国語が２２ページあります。いずれも１つの問題をもとに文脈に沿

った問題が出され，答えを求めたりそのことについて説明したりすることが要求されています。こうした問題

にもきちんと対応ができるような学力を身につけることが今の学校では求められており，それに伴って，授業

の在り方も変わってきています。                     紙面の関係で，続きは次号に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

保護者に配付した学校通信には，スポーツ少年団の大会で優秀な成績を収めた児童の紹介をしましたが，ホ

ームページへの掲載は控えさせていただきます。代わりに，この季節にピッタリな短歌を５句選んで掲載して

みました。たまにはこんなコーナーもあってもいいかな…。 

蛇足ですが… 

上の（３）の問題は２通りの考え方ができます。 

ひとつは椅子１脚あたりの重さを求める方法で，式としては以下のようになります。 

分かりやすくするために敢えて式を２つに分けます。また，分数を使うと計算が簡単になります 

７÷４＝１．７５ ， １．７５×４８＝８４ 

 

もうひとつは比の考え方を使う方法です。式は以下のようになります。 

４８÷４＝１２ ， ７×１２＝８４ 

４：７＝４８：χ ， χ＝４８×７÷４ も同じ考え方ですが，小学校の教科書では扱いません 

こんな式に説明の言葉を加えるか，上記の考え方を，表などを使って表すと，この問題は正解になります。 

季節の詩 

 ビルのひま 来たりて わづか轟音の 静まるここに 鯉のぼり舞ふ     田谷 鋭  

 新聞の 兜を父は 折らんとす 今度五十の 息子のために         藤島秀憲 

 バンザイの 姿勢で眠り いる吾子よ そうだバンザイ 生まれてバンザイ  俵 万智 

かきつばた 扇つかへる 手のしろき 人に夕の 歌書かせまし       与謝野晶子 

大きなる 紅ばらの花 ゆくりなく ぱっと真紅に ひらきけるかも     北原白秋 

 

 


